
① ②

※カッコ内は、基本戦略名 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 指標値 単位 目標年月 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度 令和５年度 事業評価 外部有識者からの意見 今後の方針 今後の方針の理由

指標① 連携の場参加者人数（年間） 40 人 R8.3 - - - 24 40 57

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 地域おこし協力隊の着任数（累計） 6 人 R8.3 2 2 3 4 5 5

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 特色ある地域づくり事業実施数（累計） 30 事業 R8.3 15 16 16 16 19 23

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 地区防災計画策定（累計） 11 計画 R8.3 ー ー 1 0 0 0

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 見守りネットワークの構築
令和3年度

までに構築
- R4.3 構築済 事業者拡大 -

指標② 防犯・交通安全体制に対する満足度アンケート 30 ％ R8.3 19.7 - - -

指標③

指標④

指標⑤

令和5年度　勝央町元気なまち総合戦略 事業実施評価調書

No
担当部署

指標

事業における重要業績評価指標（KPI）総合戦略事業の名称

地方創生

に効果が

あった

- - - 1,000

⑦

実績値を踏まえた今後の事業展開

1

多様な人材の連携の場づくり

（①勝央町の地域創生を担う「ひ

と」と「地域」を育てる）

総務部
深化・高度

化して実施

多様な人が参加し、まちの

未来について語り合う「ま

ちづくりサロン」を開催し

た。今後も、町が抱える具

体的な地域課題と向き合

い、その課題解決に向け、

考え、語り合うことのでき

るプログラムを推進してい

く。

④ ⑤

令和５年度

事業効果

実績値及び令和５年度事業効果

③

災害対応における自助共助

の観点から事業継続が望ま

しい。一例として地区との

相談により地区防災計画策

定モデル地区の選定を例に

地区の計画作成又は検討の

助長を期する。

ー ー

地方創生

に効果は

まだこれ

から

事業の継続

行政とは違ったアプローチ

による協力隊員の活動は、

地域力の維持・強化等に有

益であるため、地域にとっ

て必要な取り組みは、活用

継続が望ましい。

3

地域活動参加への啓発

（①勝央町の地域創生を担う「ひ

と」と「地域」を育てる）

総務部 2,165 1,487 0 0

地方創生

に相当程

度効果が

あった

3,842 3,142

地方創生

に相当程

度効果が

あった

事業の継続2

地域おこし協力隊の活用

（①勝央町の地域創生を担う「ひ

と」と「地域」を育てる）

事業の継続

新規事業の採択は無かった

が、継続事業は予定通り実

施できた。優良事例の周

知・広報や他地区への横展

開などを推進し、地方創生

につなげていきたい。

7,873総務部 6,750 3,790

4

自主防災体制の充実

（①勝央町の地域創生を担う「ひ

と」と「地域」を育てる）

総務部 ー ー －

984

0- - 129

行方不明者の発生時、見守

りネットワークを活用した

情報提供を実施した。今後

は、有事の際の協力体制な

どを改めて確認するととも

に、協力事業者間の横の関

係の構築にも力を入れてい

きたい。

5

勝央町見守りネットワーク（仮

称）の構築

（①勝央町の地域創生を担う「ひ

と」と「地域」を育てる、⑤ひと

がいきいきと心豊かで快適に暮ら

せるまちをつくる）

総務部 -

地方創生

に効果は

まだこれ

から

深化・高度

化して実施

実績額（単位：千円）

実績値

997959

6,804

1,818

ー

0

⑥

外部有識者からの評価

（10/1　有識者会議実施）

地方創生に

効果的で

あった

KPI達成に有効であった

地方創生に

効果的で

あった

KPIを達成することはでき

なかったが、工夫を行っ

た上で、事業を継続する

ことが望ましい

地方創生に

効果的で

あった

KPIを達成することはでき

なかったが、工夫を行っ

た上で、事業を継続する

ことが望ましい

地方創生に

効果的で

あった

KPIを達成することはでき

なかったが、工夫を行っ

た上で、事業を継続する

ことが望ましい

地方創生に

効果的で

あった

KPIを達成することはでき

なかったが、工夫を行っ

た上で、事業を継続する

ことが望ましい
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No
担当部署

指標

事業における重要業績評価指標（KPI）総合戦略事業の名称

⑦

実績値を踏まえた今後の事業展開

④ ⑤

令和５年度

事業効果

実績値及び令和５年度事業効果

③

実績額（単位：千円）

実績値

⑥

外部有識者からの評価

（10/1　有識者会議実施）

指標① ぐるっと筋力アップ教室の開設箇所 27 箇所 R8.3 23 23 23 23

指標② 延べ人数 延べ人数 延べ人数 延べ人数 延べ人数 延べ人数

指標③ （6,888人）（6,838人）（4,292人）（4,728人）（5,544人）（6,110人）

指標④

指標⑤

指標① 新規就農者数（累計） 11 人 R8.3 3 3 4 5 8 11

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 耕作放棄地の解消面積（累計） 43 ha R8 94 99 102 104.3 106.8 109.3

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 創業支援相談件数（年間） 10 件 R8.3 2 5 10 7 10 8

指標② 創業者数（累計） 10 件 R8.3 3 5 7 9 12 15

指標③

指標④

指標⑤

勝央町の農業の健全な発展

と活性化を図るため、新規

就農者の確保・育成は今後

も必要と考えられるため、

事業を継続し、町も支援を

行っていく。

8

耕作放棄地の解消

（②勝央町で安心して働けるよう

にする）

200 190 570

地方創生

に相当程

度効果が

あった

06

勝央町ぐるっと筋力アップ教室推

進事業

（①勝央町の地域創生を担う「ひ

と」と「地域」を育てる、⑤ひと

がいきいきと心豊かで快適に暮ら

せるまちをつくる）

健康福祉部 - -

令和5年度から活動再開地

区もあり、参加人数は増加

している。また内容も体操

だけでなく、囲碁ボールや

レクリエーションなど地区

で工夫をしながら活動を

行っている。今後も活動を

見守りながら継続していた

だけるよう支援していきた

い。

39 0

地方創生

に効果が

あった

事業の継続

耕作放棄地の減少に一定の

効果が見られるため、美作

県民局、勝英土地改良区、

農地中間管理機構と連携

し、引き続き支援を行って

いく。

0 0

地方創生

に効果が

あった

事業の継続

地方創生に

効果的で

あった

KPI達成に有効であった

商工会と連携した創業セミ

ナーを実施し、複数名の参

加者がセミナー後も商工会

の経営指導員や講師を務め

た中小企業診断士等と創業

に向けた相談を行うなど、

継続的な支援が出来つつあ

る。今後も町だけではな

く、商工会を中心とした関

係機関とフォローアップ体

制の強化を図っていく。

9

創業支援事業

（②勝央町で安心して働けるよう

にする）

産業建設部 210

産業建設部 339 0

7

新規就農促進事業

（②勝央町で安心して働けるよう

にする）

産業建設部 161 161 163

地方創生に

効果的で

あった

勝央町を含むみまさか商

工会管内では、創業意欲

の高い人が多い。そうし

た人たちの背中を力強く

押してくれる制度だ。こ

の制度を活用し、創業に

つなげた例もあるとのこ

と。

事業を継続させるととも

に、課題である飲食業の

創業希望者の掘り起こし

を進めてほしい。

0

163

0

163163

地方創生

に相当程

度効果が

あった

事業の継続

事業の継続

0

355 600

地方創生に

効果的で

あった

KPIを達成することはでき

なかったが、工夫を行っ

た上で、事業を継続する

ことが望ましい

地方創生に

効果的で

あった

現在は新規就農者が順調

に推移している傾向だ。

しかし、ぶどうや桃に

偏っており、米や黒豆な

ど土地利用型の作目を含

め、その他の品目に対し

ても研修制度などを充実

させ、新規就農につなげ

ていく必要がある。

そのためには、後継者の

育成や「もうかる農業」

をどう目指すのか、と

いった視点も必要になっ

てくるのではないか。

耕作放棄地などの課題も

ある。事業を継続しつつ

も、長期的な視野で農業

のあり方を考えていくこ

とが重要だ。
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No
担当部署

指標

事業における重要業績評価指標（KPI）総合戦略事業の名称

⑦

実績値を踏まえた今後の事業展開

④ ⑤

令和５年度

事業効果

実績値及び令和５年度事業効果

③

実績額（単位：千円）

実績値

⑥

外部有識者からの評価

（10/1　有識者会議実施）

指標① 美作地域高校生の美作地域就職率 75以上 ％ R8.3 73 71 67 71 69 72

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① ノースヴィレッジ宿泊者数（年間） 2,500 人 R8.3 - - 1,700 2,085 2,486 2,325

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標①
オープンファクトリー参加学生数

（小学生～大学生）（年間）
1,000 人 R8.3 1,000 0 0 0

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① プロモーション専門チームの設置
令和3年度

までに設置
- R4.3 - - - 未設置 未設置 未設置

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標①
きんとくんフェイスブックの「いい

ね！」の数（年間）
700 いいね！ R8.3 594 637 643 661 688 716

指標②

指標③

指標④

指標⑤

10

高校生等と地元企業交流事業

（②勝央町で安心して働けるよう

にする、③地域とつながり、勝央

町への新しいひとの流れを創る）

総務部 0 0

企業説明会等は津山圏域広

域事務組合が事業化してい

る。町としては、バーチャ

ルオープンファクトリーサ

イトの積極的な活用を促

し、地元企業の認知度を高

めていくとともに、学生の

地元企業とのつながりをつ

くることに注力したい。

0 0

地方創生

に効果が

あった

事業の継続0

地方創生に

効果的で

あった

KPIを達成することはでき

なかったが、工夫を行っ

た上で、事業を継続する

ことが望ましい

ロッジの利用について、令

和２年度にコロナ禍の影響

により大幅に宿泊者は減少

したが、県外客は年々回復

基調にあり、R5年度の利

用料収入はH30年度以降初

めてとなる1千万円を超え

た。一方、県内客は年々減

少傾向にあることから、町

内及び近隣市町村の利用増

加に向けて、施設の活性化

及びＰＲを行う必要があ

る。

12

工業団地オープンファクトリー事

業

（③地域とつながり、勝央町への

新しいひとの流れを創る）

総務部 3,824 4,098

バーチャルサイトが完成し

たことに伴い、津山圏域地

域の高校と町内小中学校に

本サイトを紹介。授業等で

の活用を通して、地元企業

の認知度向上と地域への就

職を促した。今後は利用者

のアンケート等を通してサ

イトの改善に努めていく。

1,498 1,188

地方創生

に効果が

あった

事業の継続

11

ノースヴィレッジの魅力向上

（③地域とつながり、勝央町への

新しいひとの流れを創る）

産業建設部 - - -

地方創生に

効果的で

あった

KPIを達成することはでき

なかったが、工夫を行っ

た上で、事業を継続する

ことが望ましい

-

KPIを達成することはでき

なかったが、工夫を行っ

た上で、本事業の趣旨を

加味した事業を継続する

ことが望ましい。

継続するが

次期戦略に

掲載しない

情報を素早く広報するため

に、各部署から情報を吸い

上げ、一元的に当該情報を

発信（プレスリリース）す

る仕組みを整えた。職員へ

の呼びかけを強化し、情報

発信能力をますます強化し

ていきたい。

14

情報発信による町の魅力発信

（③地域とつながり、勝央町への

新しいひとの流れを創る）

総務部

産業建設部
177 497

きんとくんが参加したイベ

ント等について、上記の元

気なまち推進室フェイス

ブックの記事に対し、きん

とくんがリツイート（コメ

ント）する方法も活用し、

情報発信を行った。イベン

トの再開に応じて、きんと

くんの派遣を再開し、R6

年度以降も継続的に情報発

信を行う。

242 15

地方創生

に相当程

度効果が

あった

事業の継続

13

プロモーション専門チームの設置

（③地域とつながり、勝央町への

新しいひとの流れを創る）

総務部

15

0

21,070

4,972

0

18

13,995

地方創生

に相当程

度効果が

あった

- - - 0

地方創生

に効果は

まだこれ

から

事業の継続17,722

1,416

0 -

KPIを達成することはでき

なかったが、工夫を行っ

た上で、本事業の趣旨を

加味した事業を継続する

ことが望ましい。

地方創生に

効果的で

あった

KPI達成に有効であった
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No
担当部署

指標

事業における重要業績評価指標（KPI）総合戦略事業の名称

⑦

実績値を踏まえた今後の事業展開

④ ⑤

令和５年度

事業効果

実績値及び令和５年度事業効果

③

実績額（単位：千円）

実績値

⑥

外部有識者からの評価

（10/1　有識者会議実施）

指標① ふるさと納税寄附者数（年間） 3,000 人 R8.3 1,040 988 2,150 2,276 1,994 2,353

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 農業体験型事業等参加者数（年間） 200 人 R8.3 93 126 4 157 146 61

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① お試し住宅利用日数（1箇所当たり）（年間） 330 日 R8.3 - - - 310 246 268

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 移住者数（累計） 760 人 R8.3 - - 360 540 736 823

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 空き家購入・改修助成件数（累計） 30 件 R8.3 - - 15 17 23 26

指標②

指標③

指標④

指標⑤

17

「“ほどヨイ！田舎”住んでみん

ちゃい」お試し住宅事業

（③地域とつながり、勝央町への

新しいひとの流れを創る）

17,944 35,186 34,864

地方創生

に効果が

あった

40,195

新しい掲載サイトを増やし

たことや制度改正前の申込

が多かったなどで寄附額が

増えた。今後、経費を精査

しながら寄附額を伸ばして

いくための戦略を考える。

16

「“ほどヨイ！田舎”来てみんちゃ

い♪勝央体験」事業

（③地域とつながり、勝央町への

新しいひとの流れを創る）

産業建設部 3,715 2,224

農家民宿事業者、農家が主

体となり、農業体験及びイ

ベントを提供し、農泊推進

及び交流人口の増加を図

る。

0 0

地方創生

に効果が

あった

事業の継続

15

ふるさと納税の有効活用

（③地域とつながり、勝央町への

新しいひとの流れを創る）

総務部 17,168

0

18

移住・定住相談のトータルサポー

ト事業

（③地域とつながり、勝央町への

新しいひとの流れを創る）

総務部 - -

転勤などによる必然的な移

住と田舎暮らしなどを目的

とした自発的な移住の棲み

分けが難しいため指標とし

て掲げることに疑問があ

る。移住相談会などでは協

力隊の働きにより町の知名

度向上も見込まれるため事

業は継続したい。

- 531

地方創生

に相当程

度効果が

あった

継続するが

次期戦略に

掲載しない

411

総務部

産業建設部
2,536 1,509 985

深化・高度

化して実施

十分に空き家を提供するま

でには至っていないが、

年々制度も浸透しているた

め助成対象外の物件も含

め、徐々に成約件数が増加

している。地方への移住を

促す取り組みとして有用で

あるため継続が望ましいと

考えられる。

1,180

地方創生

に相当程

度効果が

あった

深化・高度

化して実施

移住を検討する材料として

お試し住宅のウエイトは非

常に大きいため継続が必

要。また、長期が中心だっ

た３棟のお試し住宅を短・

中・長期の滞在希望に合わ

せて運用することで町を認

識する関係人口の増加を進

めていきたい。

825

2,400

地方創生に

効果的で

あった

KPI達成に有効であった

19

「住んでみんちゃい！」勝央町定

住促進補助事業

（③地域とつながり、勝央町への

新しいひとの流れを創る）

総務部 - - - 1,550

地方創生

に相当程

度効果が

あった

地方創生に

効果的で

あった

高齢者や高齢世帯が利用

者の多くを占めており、

定住を見越したファミ

リー層の利用が少ない印

象だ。若い世代（世帯）

のニーズにあった制度の

あり方を検討してもいい

のではないか。その一

方、古民家を好む人もい

る。空き家を「資産」と

捉える視点も忘れないで

ほしい。

勝央町は地理的に恵まれ

た地域にある。本事業を

継続させ、地域の良さ

（災害の少なさなど）を

アピールし、移住定住に

つなげてほしい。

32,805

0

1,116

524

4,844

事業の継続

地方創生に

効果的で

あった

地域や産品の魅力がより

伝わるような企画やア

ピールが必要である。既

存品のPRを行うととも

に、新規返礼品の充実に

も努めてほしい。

地方創生に

効果的で

あった

KPIを達成することはでき

なかったが、工夫を行っ

た上で、事業を継続する

ことが望ましい

地方創生に

効果的で

あった

KPIを達成することはでき

なかったが、工夫を行っ

た上で、事業を継続する

ことが望ましい

-4-



① ②

※カッコ内は、基本戦略名 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 指標値 単位 目標年月 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度 令和５年度 事業評価 外部有識者からの意見 今後の方針 今後の方針の理由

No
担当部署

指標

事業における重要業績評価指標（KPI）総合戦略事業の名称

⑦

実績値を踏まえた今後の事業展開

④ ⑤

令和５年度

事業効果

実績値及び令和５年度事業効果

③

実績額（単位：千円）

実績値

⑥

外部有識者からの評価

（10/1　有識者会議実施）

指標① 新築住宅助成件数（累計） 350 件 R8.3 135 171 222 255 288 318

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 結婚支援員への相談件数（年間） 8 件 R8.3 9 8 2 7 3 0

指標② 婚活イベント等参加者数（年間） 15 人 R8.3 5 11
コロナのた

め未実施
10 8 3

指標③

指標④

指標⑤

指標①
育児型ファミリーサポート事業利用者

数（年間延人数）
130 人 R8.3 86 116 116 135 147 146

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 子育て広場利用者数（年間延人数） 4,000 人 R8.3 3,957 3,629 3,972 3,788 4,226 3,130

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標①
町内遊び場マップに掲載する遊び場の

箇所数
10 箇所 R8.3 - - 5 5 5 5

指標②

指標③

指標④

指標⑤

7,872

4,484

-

290

地方創生

に相当程

度効果が

あった

360 345

4,300

175

地方創生に

効果的で

あった

KPIを達成することはでき

なかったが、工夫を行っ

た上で、事業を継続する

ことが望ましい

20

「住んでみんちゃい！」勝央町新

築住宅普及促進事業

（③地域とつながり、勝央町への

新しいひとの流れを創る）

産業建設部

分譲住宅開発もあり、町外

からの転入者の増加にも一

定の効果があると考えられ

る。

地方創生

に相当程

度効果が

あった

事業の継続7,300 4,4004,400 4,400

地方創生に

効果的で

あった

KPIを達成することはでき

なかったが、工夫を行っ

た上で、事業を継続する

ことが望ましい

5,050

地方創生

に効果が

あった

継続するが

次期戦略に

掲載しない

令和5年度の相談件数は0

件であったため、2か月に

1回であった相談会を相談

があった時のみ受け付ける

体制をとる。

22

子育て世代包括支援センターの充

実

（④結婚・出産・子育ての希望を

かなえ、教育を充実する）

健康福祉部 - 6,724

妊娠届出時の保健師の全員

面談や出生後の全戸訪問な

ど妊娠期からの切れ目ない

子育て支援サービスを提供

している。令和5年度は子

育てボランティア養成講座

を実施し、子育てボラン

ティアなどの増加につな

がっており、今後も担い手

養成を継続していく。

7,045 6,785

地方創生

に効果が

あった

事業の継続

21

結婚支援事業

（④結婚・出産・子育ての希望を

かなえ、教育を充実する）

総務部 380

事業の継続

保健センターで実施してい

る子育て広場は、町内外在

住問わず親子が気軽に利用

できる場として利用されて

いる。子育てに関わる専門

職への相談や母子保健事

業、図書館事業など部署間

を超えた事業連携の場と

なっている。

23

子どもの居場所づくり事業

（④結婚・出産・子育ての希望を

かなえ、教育を充実する）

24

こども公園総合計画（仮称）の策

定

（④結婚・出産・子育ての希望を

かなえ、教育を充実する）

健康福祉部

教育振興部
- -

休日開催のプレーパークや

勝間田高校と協同実施する

アグリプロジェクトなど、

親子が自然体験や外遊びが

できる場を提供している。

町内の公園や福祉センター

の芝生広場など未就学児や

児童の利用も増えており、

親子が安心して遊べる場を

今後も周知する。

- -

地方創生

に効果が

あった

事業の継続

ひかりまち

緑地公園

ファーマーズ

北部運動公園

芝生広場

※評価指標

を変更希望

したい

健康福祉部

教育振興部
- 7,040 5,392

7,429

5,921

-

4,300

275

地方創生に

効果的で

あった

勝央町の子育て支援は充

実している。出生率が全

てではないが、近隣自治

体には子育て政策に大き

く注力しているところも

ある。良い施策は勝央町

でも研究するなど、不断

の努力を続けてほしい。

また、子育てを巡る価値

観は昔と今では、変容し

てきている。そういった

変化を敏感に感じ取り、

施策に活かすことも必要

ではないか。

地方創生に

効果的で

あった

KPIを達成することはでき

なかったが、工夫を行っ

た上で、事業を継続する

ことが望ましい

地方創生に

効果的で

あった

KPIを達成することはでき

なかったが、工夫を行っ

た上で、事業を継続する

ことが望ましい

-5-



① ②

※カッコ内は、基本戦略名 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 指標値 単位 目標年月 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度 令和５年度 事業評価 外部有識者からの意見 今後の方針 今後の方針の理由

No
担当部署

指標

事業における重要業績評価指標（KPI）総合戦略事業の名称

⑦

実績値を踏まえた今後の事業展開

④ ⑤

令和５年度

事業効果

実績値及び令和５年度事業効果

③

実績額（単位：千円）

実績値

⑥

外部有識者からの評価

（10/1　有識者会議実施）

指標① はぐくみサポーター登録者数（累計） 20 人 R8.3 15 17 20 20

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標①
全国学力・学習状況調査において、国

語、算数（数学）の正答率

全国平均

以上
- R8.3

全国平均以

下

全国平均以

下

コロナのた

め未実施

小学校では

国・算は全国

平均以上、中

学校は国・数

全国平均以下

だが差は縮

まってきてい

る

小学校では

国・算は全国

平均以下、中

学校は国が全

国平均以上、

数は全国平均

以下

小学校では国

は全国平均以

上、算は全国

平均以下、中

学校は国数と

もに全国平均

以下

指標②
問題行動等調査における不登校児童数

（小学校）
1 人以下 R8.3 - - -

2（過去5

年平均）
9 11

指標③
問題行動等調査における不登校生徒数

（中学校）
3 人以下 R8.3 - - -

9（過去5

年平均）
19 22

指標④
問題行動等調査における不登校児童生

徒数（完全不登校人数）
0 人 R8.3 - - - 0 0 3

指標⑤
全国体力・運動能力、運動習慣等調査

における、体力合計点

全国平均

以上
- R8.3 - - -

中学男子以外

は全国平均以

上（男子握力

は全国平均以

上）

小学校は男女

とも全国平均

以下、中学校

は男女とも全

国平均以上

小学校は男女

とも握力、

ボール投げ以

外はほぼ全国

平均以上。

中学校は男子

の立ち幅跳

び、女子の

ボール投げ以

外は全国平均

以上。

3,274

6,667

令和5年度は、新規のサ

ポーター登録があったが、

登録解除もあったため、結

果的に登録者の増減はな

かった。今後は、家庭教育

支援チームや民生児童委

員、町内外の関係機関との

連携を密にし、切れ目のな

い支援を続けていく。ま

た、広報紙に折り込むチラ

シや声掛けにより、新規登

録者の増加を図る。加え

て、説明会・研修会を年2

回程度実施し、支援スキル

の向上に努める。他にも、

不登校児童生徒に対して、

通信制高校や定時制高校等

の情報提供も積極的に行

い、進路サポートを行う。

26

保小中連携事業

（④結婚・出産・子育ての希望を

かなえ、教育を充実する）

教育振興部 - -

令和5年度の学力向上に関し

て、町内各校がそれぞれ特色

のある取組を進めた。中でも

中学校は、学力向上に関し

て、学級全体としてではな

く、個別の生徒へ焦点をあて

た授業開園に取り組んだ。

ICTを活用しその実践を職員

でも共有できるようした。そ

の取組は小学校へも広げら

れ、今後はより子どもの視点

に立った授業改善に取り組ん

でいくため、事業は継続す

る。

不登校児童生徒数は前年度か

ら数値の改善は見られなかっ

たが、教育委員会としては重

点取組の最優先事項として取

組を継続しており、SCのよ

り一層の活用や、一人一台端

末での心の健康観察の導入

等、取組のテコ入れを行う。

- 3,907

地方創生

に効果は

まだこれ

から

事業の継続

25

若者の自立支援・社会参画支援事

業

（④結婚・出産・子育ての希望を

かなえ、教育を充実する）

教育振興部 1,545

地方創生

に効果が

あった

4,817

事業の継続2,545

地方創生に

効果的で

あった

生きづらさを抱える子ど

もや若者は多い。地域や

社会で支えていく体制は

重要。引き続き事業を継

続、深化させていってほ

しい。

地方創生に

効果的で

あった

KPIを達成することはでき

なかったが、工夫を行っ

た上で、事業を継続する

ことが望ましい

-6-



① ②

※カッコ内は、基本戦略名 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 指標値 単位 目標年月 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度 令和５年度 事業評価 外部有識者からの意見 今後の方針 今後の方針の理由

No
担当部署

指標

事業における重要業績評価指標（KPI）総合戦略事業の名称

⑦

実績値を踏まえた今後の事業展開

④ ⑤

令和５年度

事業効果

実績値及び令和５年度事業効果

③

実績額（単位：千円）

実績値

⑥

外部有識者からの評価

（10/1　有識者会議実施）

指標① 文化の継承　お飾り作り、昔遊び等 1回以上／年 - R8.3 1回／年 １回／年 １回／年 １回／年

指標②
放課後子ども教室　わくわくスクール

「勝小教室」
1 回／週 R8.3 1 1 1 1

指標③
放課後子ども教室　わくわくスクール

「北小教室」
1 回／週 R8.3 1 1 1 1

指標④

指標⑤

指標① 金時健幸ポイント参加者（累計） 2,500 人 R8.3 1,985 2,210 2,247 2,260 2,307 2,379

指標② 金時健幸ポイント達成者（年間） 600 人 R8.3 525 583 100 147 325 289

指標③

指標④

指標⑤

指標① 公民館利用者数（年間） 30,000 人 R8.3 25,408 16,223 15,993 20,534 21,230

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 図書館利用者数（年間） 56,000 人 R8.3 48,138 35,177 35,010 41,139 46,186

指標②

指標③

指標④

指標⑤

2,636

493

9,199

9,487

27

学校と地域の協働事業

（④結婚・出産・子育ての希望を

かなえ、教育を充実する）

教育振興部 2,096

地方創生

に相当程

度効果が

あった

2,445

28

いきいき金太郎健康の郷づくり推

進事業

（⑤ひとがいきいきと心豊かで快

適に暮らせるまちをつくる）

健康福祉部

税務住民部
562 470

ポイント利用者については

年々増加しているが、新た

な参加者の発掘やポイント

利用できるものの幅を広げ

てほしいという声に対応す

るため、内容を見直し、広

報活動も行い、事業の継続

をしていく。

225 248

地方創生

に効果が

あった

事業の継続337

29

公民館機能を生かしたまちづくり

（⑤ひとがいきいきと心豊かで快

適に暮らせるまちをつくる）

教育振興部 6,698

地方創生

に相当程

度効果が

あった

8,735

30

図書館を活用した心豊かなまちづ

くり

（⑤ひとがいきいきと心豊かで快

適に暮らせるまちをつくる）

教育振興部

利用状況は順調に増加して

いる。利用者、貸出冊数、

問い合わせなども回復して

きている。図書館の滞在時

間も長くなる傾向があり、

イベント参加者も楽しんで

いた。住民にとって図書館

の必要性は変わらないた

め、引き続き生涯学習の中

心としてのサービスを継続

していく。

8,943

地方創生

に効果が

あった

事業の継続9,801

事業の継続

わくわくスクールの開催日

の増加については、施設の

利用状況やスタッフの人数

等の関係で現状では困難で

あるが、療育に特化した

「ふたば教室」を引き続き

開講し、活動の間口を広げ

る。令和5年度は北小教室

が定員を超える申込みが

あったため、定員の増加を

検討しながら、子どもたち

の放課後の体験学習の場と

して、引き続き事業を継続

していく。

事業の継続

令和5年度はアフターコロ

ナを見据え、各部屋の利用

定員を撤廃したこともあ

り、利用者はコロナ前ほど

ではないが増加した。今後

は、生涯学習の拠点とし

て、町民をはじめ多くの方

が集う場を提供していく。

地方創生に

効果的で

あった

KPI達成に有効であった

地方創生に

効果的で

あった

KPIを達成することはでき

なかったが、工夫を行っ

た上で、事業を継続する

ことが望ましい

地方創生に

効果的で

あった

KPIを達成することはでき

なかったが、工夫を行っ

た上で、事業を継続する

ことが望ましい

地方創生に

効果的で

あった

本を読まない人が多く

なっているというが、読

書には人を育てる力があ

る。勝央図書館は季節に

合わせた様々なイベント

等を行っており魅力的

だ。

周辺には文化施設や子育

て広場が集約されてお

り、地域の「居場所づく

り」にもつながる可能性

がある。

そういった視点も持ちな

がら、引き続き図書館の

魅力をPRし、利用者数の

増加を目指してほしい。
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① ②

※カッコ内は、基本戦略名 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 指標値 単位 目標年月 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度 令和５年度 事業評価 外部有識者からの意見 今後の方針 今後の方針の理由

No
担当部署

指標

事業における重要業績評価指標（KPI）総合戦略事業の名称

⑦

実績値を踏まえた今後の事業展開

④ ⑤

令和５年度

事業効果

実績値及び令和５年度事業効果

③

実績額（単位：千円）

実績値

⑥

外部有識者からの評価

（10/1　有識者会議実施）

指標① スポーツ施設利用者数（年間） 50,000 人 R8.3 44,900 28,920 31,317 45,840 49,919

指標② スポーツイベントへの参加者数（年間） 1,500 人 R8.3 1,035 0 220 334 580

指標③

指標④

指標⑤

指標① 文化財普及事業等の開催数（年間） 3 - R8.3 - - 2 2 2 1

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 美術文学館入館者（年間） 12,000 人 R8.3 11,788 8,072 4,478 4,840 5,857 9,392

指標②

指標③

指標④

指標⑤

27,811

38

11,031

- - - 22

地方創生

に効果が

あった

15

31

スポーツによる健康で元気なまち

づくり

（⑤ひとがいきいきと心豊かで快

適に暮らせるまちをつくる）

教育振興部 - - - 20,356

地方創生

に効果が

あった

24,215

33

美術文学館事業

（⑤ひとがいきいきと心豊かで快

適に暮らせるまちをつくる）

教育振興部 事業の継続

コロナ以前の入場者数に近

づいているが、まだ元に

戻っていない。20周年事

業は。従来の賑わいを取り

戻す良いチャンスでもある

ため、更に広報活動に力を

入れていきたい。また、コ

ロナ以前より続けてきた、

普及啓発事業の再開や、家

族で楽しめるような参加体

験型の展覧会となるよう企

画内容も工夫していきた

い。

事業の継続

施設利用者は,指標値近く

まで増加した。イベントも

予定していたものは開催で

きたが、コロナ前の参加者

数からは大きく減少してい

るため引き続き広報活動に

努めていく。

引き続き、普及啓発のため

の事業を実施していく。
事業の継続

6,310 7,178 7,178 3,994

地方創生

に効果が

あった

5,857

32

文化財の活用、普及啓発

（⑤ひとがいきいきと心豊かで快

適に暮らせるまちをつくる）

教育振興部

地方創生に

効果的で

あった

KPIを達成することはでき

なかったが、工夫を行っ

た上で、事業を継続する

ことが望ましい

地方創生に

効果的で

あった

KPIを達成することはでき

なかったが、工夫を行っ

た上で、事業を継続する

ことが望ましい

地方創生に

効果的で

あった

様々なイベントが企画さ

れ、利用者の増加につな

がっている。引き続き勝

央町の文化・芸術を発信

していってほしい。その

際には、ぜひ町民の皆さ

んがより積極的に利用で

きるような工夫（例え

ば、町民限定の「年間パ

スポート」の販売や「町

民割」など）を凝らして

みてはどうか。

なお、美術文学館の周辺

には図書館の他、文化

ホールや子育て広場など

が集約されている。町民

が、活き活きと、町に愛

着をもって暮らしていけ

るようなまちづくりの拠

点にしていってほしい。
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① ②

※カッコ内は、基本戦略名 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 指標値 単位 目標年月 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度 令和５年度 事業評価 外部有識者からの意見 今後の方針 今後の方針の理由

No
担当部署

指標

事業における重要業績評価指標（KPI）総合戦略事業の名称

⑦

実績値を踏まえた今後の事業展開

④ ⑤

令和５年度

事業効果

実績値及び令和５年度事業効果

③

実績額（単位：千円）

実績値

⑥

外部有識者からの評価

（10/1　有識者会議実施）

指標① 文化ホール入館者数（年間） 35,000 人 R8.3 29,267 8,283 13,289 17,527 16,855

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 行政手続きのオンライン化 33 件 R8.3 3 0 26 27

指標②

指標③

指標④

指標⑤

16,587

0

34

文化ホール事業

（⑤ひとがいきいきと心豊かで快

適に暮らせるまちをつくる）

教育振興部

ホールの入館者数は、コロ

ナ禍の令和2年度を底に回

復の兆しを見せているが、

まだ、コロナ前の状態には

戻っていない。これは、コ

ロナ禍で活動を自粛した

り、休止した団体が増加し

たことに起案している。貸

館での営業活動を推進しな

がら、普及啓発公演に加

え、子供向け公演や親子で

鑑賞できる公演、アウト

リーチ事業をさらに充実さ

せていき、町民が本物の文

化芸術に触れることができ

る機会を幼少期から継続し

て提供する。

15,753

地方創生

に効果が

あった

事業の継続21,764

深化・高度

化して実施

標準準拠システム移行後、基

幹システムへの申請情報の取

込などのシステム間連携機能

の実装を進め、業務効率化・

手続の拡充など、オンライン

申請環境を更に整備していく

35

情報化・技術革新への対応

（⑤ひとがいきいきと心豊かで快

適に暮らせるまちをつくる）

総務部 - - - -

地方創生

に効果が

あった

4,197

地方創生に

効果的で

あった

KPIを達成することはでき

なかったが、工夫を行っ

た上で、事業を継続する

ことが望ましい

地方創生に

効果的で

あった

KPIを達成することはでき

なかったが、工夫を行っ

た上で、事業を継続する

ことが望ましい
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